




9 // マタイ 3:7-10 ［Q］）、バプテスマを受けに来た群衆に向けて「メタノイアにふさわ
しい実を結べ（poih,sate ou=n karpou.j avxi,ouj th/j metanoi,aj）」（ルカ 3:8）と呼びかけた。
しかしルカの場合、Q 資料に基づくこの表現をイエスの



















－ルカ福音書 13章 6－ 9節の釈義的研究－































（4）// マタイ 7:13-14, 21-23（Q）。
（5）// マタイ 23:37-39（Q）。







2．ルカ 13:6b-7aとマルコ 11:12-14, 20-24（// マタイ 21:18-22）の関係
　「実のならないいちじくの木の譬え話」（ルカ 13:6-9）は、「実のならないいちじく
























（9）Cf. J.Marcus, Mark8-10, AB27A, New Haven: Yale University Press, 2009, pp.788f.; J.Gnilka, Das Evangelium 
Nach Markus (Mk8,27-16,20), EKKII/2, Zürich: Neukirchen-Vluyn, 1979, p.123; E・シュヴァイツァー『マル




3．ルカ 13:7bとルカ 3:7-9（// マタイ 3:7-10 ［Q］）の関係
　ルカ 13:7b によれば、実を結ばなかったいちじくの木は伐採の危機に直面してい
る (10)。ぶどう園の主人は、その木を「切り倒せ（e;kkoyon Îou=nÐ auvth,n）」と命令してい
るからである。果たしてルカは、このモティーフをどこから得ているのだろうか。
　前項において考察したように、本ペリコーペの背後にマルコ 11:12-14, 20-24 がある
ことを推測できるが、しかし、いちじくの木に対する処置の仕方はマルコと異なって
いる。マルコの場合、実のならないいちじくの木に不満を覚えたイエスがそれを呪っ




エスを描きたかったのである。そのためにルカは Q 資料（ルカ 3:7-9 // マタイ 3:7-10）





わしい実を結べ（poih,sate ou=n karpou.j avxi,ouj th/j metanoi,aj）」（ルカ 3:8）という要請
を生かすように構成したのである（行伝 26:20 参照）。






(10) エレミヤ 8:13 に、これと類似するモティーフが見られる。cf. W.Eckey, Das Lukasevangelium: Unter 
Berücksichtigung seiner Parallelen, Teilband 2: Lk11,1-24,53, Neukirchen-Vluyn, 22006, p.620.
(11) ルカ 13:6-9 と、ルカ 3:7-9（// マタイ 3:7-10［Q］）のモティーフの類似点については、K・H・レング
ストルフ『ルカによる福音書』（泉治典／渋谷浩訳）ATD･NTD 聖書注解刊行会、1976 年、358 頁 ; 
R.C.Tannehill, The Narrative Unity of Luke-Acts. A Literary Interpretation Vol.1: The Gospel Accoding to Luke, 
Philadelphia: Fortress Press, 1986, pp.144f. 他多数の研究者が指摘している。
(12) J.Fitzmyer は、実のならないいちじくの木の状態を怠惰の罪




な動機を強調しているわけでもない。その根拠については後述する。cf. J.A.Fitzmyer, Gospel according 
to Luke X-XXIV, AB28A, New York: Doubleday, 1985, pp. 1004-1006; G.D.Nave, The Role and Function of 













いて F.Bovon は、列王記下 4:27（LXX）とダニエル書 4:15（LXX）が、ルカ 13:8a の
基になった資料であると推測するが (14)、いずれの箇所も a;fej auvth,n という語の使用
についての類似点が見出せるだけであり、内容的な関連性はないと言える。
　そこでわれわれは、ルカがアモス書 7:3, 6（LXX）を参照した可能性を指摘したい (15)。
主人に対する「主よ（木を）そのままにしてください（ku,rie( a;fej）」という園丁に
よる懇願の言葉が、「主よ（裁きを）思い直してください（metano,hson ku,rie）」とい
うアモス 7:3, 6（LXX）(16) に由来するものと考えられるのである。もっとも、これら
二つの表現において使用されている語は異なっている。しかしそれでも、木の伐採に
象徴される「神の裁き」の延期を懇願するという内容的な
3 3 3 3
類似による関連性は認めら
れよう。
　　アモス 7:3, 6（LXX） metano,hson ku,rie evpi. tou,tw|
　　ルカ 13:8a   ku,rie( a;fej auvth,n
　それでは、なぜルカは metano,hsonではなく a;fejを用いたのだろうか。まずは単純に、
(13) この点について、物語の意外な展開に注目する研究者が多い。たとえば F.Bovon は、身分の低い園
丁が強い立場にある主人に対して意義を申し立てるのは予期せぬことであると述べている。このよ
うな、物語の意外性と恩恵的側面に注目する解釈には妥当性があると判断したい。cf. F.Bovon, Das 
Evangelium nach Lukas, EKK Ⅲ /2, Zürich: Neukirchen-Vluyn, 1996, pp.381ff.; J.B.Green, The Gospel of Luke, 
Grand Rapids: Eerdmans, 1997, pp.515f.; H.J.Sellner, Das Heil Gottes: Studien zur Soteriologie des lukanischen 
Doppelwerks, Berlin: Walter de Gruyter, 2007, pp.147f.
(14) Cf. Bovon, op.cit., p.382.
(15) アモス書 7:3, 6（LXX）に類似する表現が、ヨエル 2:13-14; ヨナ 3:9, 10b, 4:2; エレミヤ 18:8, 10（いず
れも LXX）に見られる。また LXX におけるメタノイアの用例分析については、拙論「メタノイアの
概念に関する考察 ―ルカ神学におけるメタノイア理解の予備的考察―」『神学研究』、関西学院大学神
学研究会、第 56 号、4-7 頁、2009 年を参照されたい。
(16) アモス 7:3, 6 の MT は「ヤハウェはこのことを思い直した（tazO-l[; hw"hy> ~x;nI）」となっており、LXX
とは表現が異なる。cf. K.Elliger / W.Rudolph (eds.), Biblia Hebraica Stuttgartensia (BHS), Vierte verbesserte 











　　行伝 5:31 tou/ton o` qeo.j avrchgo.n kai. swth/ra u[ywsen th/| dexia/| auvtou/ Îtou/Ð dou/nai 




3 3 3 3 3
（dou/
nai）神からの恩恵として表現されている (17)。また、二つの表現は kai, によって結ば
れているので、メタノイアとアフェシスは同列に扱われている
3 3 3 3 3 3 3 3 3
と捉えられる。それ












(17) 『口語訳』『新共同訳』は dou/nai meta,noian を「悔い改めさせ」と使役的に訳している。他方『岩波版
新約聖書』は「悔い改め……を与えるために」と訳しているが、このように神の恩恵的側面を生かす
訳し方をするならば、meta,noia を人間の「悔い改め」の意味に解釈するのは問題であろう。H・コン
ツェルマンによれば、行伝 5:31（11:18 参照）の dou/nai meta,noian は元来救いの賜物を指す表現であっ
た。しかし彼は、ルカがそのような意味で解釈しているとは見なさず、悔い改めの機会を与える意味
でこの表現を用いていると説明している。H・コンツェルマン『時の中心―ルカ神学の研究』（田川建
三訳）新教出版社、1965 年（H.Conzelmann, Die Mitte der Zeit: Studien zur Theologie des Lukas, 4. Auﬂ., 
Tübingen, 1962）、170-171 頁参照。
(18) H・コンツェルマン、同上、251-253 頁参照。












かどうかが問題となる。この点に関して、Bovon はルカ 13:8a の延期された「年」が、
ルカ 4:19 の「主の恵みの年
3 3 3 3
を告げ知らせるため（khru,xai evniauto.n kuri,ou dekto,n）」と

















い。しかし聖書外資料として J.B.Green(21) と W.Eckey(22) が、アヒカル物語のシリア語
訳、アラビア語訳、アルメニア語訳の各版に「実のならないいちじくの木の譬え」と
(20) Bovon, op.cit., p.383; cf. A.Jülicher, Die Gleichnisreden Jesu, Darmstadt: Wissenschaftliche Buchgesellschaft, 
1976, p.437.
(21) Green, op.cit., p.515.




































(23)  Green の指摘はシリア語版についてのみ。




































　　13:6b-7a マルコ 11:12-14, 20-24（// マタイ 21:18-22）のモティーフの改変
　　13:7b ルカ 3:7-9（// マタイ 3:7-10［Q］）のモティーフからの転用








(28)  Cf. R.H.Stein, Luke, NAC24, Nashville: Broadman Press, 1992, p.371.




　ルカ 13:6-9 は「メタノイアにふさわしい実を結べ（poih,sate ou=n karpou.j avxi,ouj th/j 





呼びかけを尊重している（ルカ 3:7-9［// マタイ 3:7-10］）。その上で、神が「実」を
探し求める存在であるということをマルコ 11:12-14 のモティーフを利用して付け加
えた。そして、もしも実を結ぶことがなければ切り倒されても（裁きを受けても）仕
方がないとの主張を展開する（ルカ 13:9）。しかしルカは、イエスが実のならないい
ちじくの木を呪って枯らすというマルコ（11:12-14, 20-24）の結論は受容しなかった。
反対に、実のならないいちじくの木の伐採を一年延期するよう神（譬え話の「主人」）
に懇願するという恩恵的なモティーフを導入したのである（ルカ 3:8）。
　おそらくルカは、アモス 7:3, 6（LXX）の表現にヒントを得て、神に裁きの延期を
懇願するというモティーフを譬え話に取り入れた（ルカ 13:8a）。しかし譬え話の「園
丁」は預言者ではなくイエスを指し、メタノイアの実を結ばない者たちに対する神の
裁きの猶予を願い求める存在として描かれている。この編集作業を通して、ルカ文書
における「終末の遅延」の理由が神学的に想定されていると考えられる。
　さらにルカは、メタノイアの実を結ばない者たちに対して恩恵的な関わりをする存
在としてイエスを描いている（ルカ 13:8b）。譬え話の中の園丁は、実を結ばないいち
じくの木のために穴を掘って肥料を与えることを主人に進言しているが、そのような
提案は決して当たり前のことではない。効率を無視したこの提案は、一般常識に反す
るものだからである。しかしルカは、このようなイエスの恩恵的な行為こそが人々を
メタノイアに導くと語っているのである。
　その具体的な成果は、ルカ福音書の中に数多く記されている。代表的なものとし
て、「ペテロの召命記事（5:1-11）」「罪の女の物語（7:36-50）」「徴税人ザアカイの物
語（19:1-10）」等を挙げることができよう。イエスは出会った人々の罪を指摘したり、
改心を強要したりはしなかった。しかしイエスの言葉と行為は、罪を自覚する人々の
心にメタノイアをもたらし、新しい人生の出発を促すのである。
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　しかし一方でルカは、イエスの宣教活動を拒否する存在があるという問題も暗示し
ている（13:9）。イエスによる救済行為が行われても、神による裁きの危機が完全に
失われるわけではない (28)。救済行為を与えられた人間が、それでも神からの恩恵を
拒否し続けるなら、その結末は神の手に委ねられている (29)。こうしてルカは譬え話
の結末を留保することにより、読者の決断に期待しているのであろう。
